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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 体外受精胚移植(IVF-ET)では、採卵操作・体外培養技術の向上により、良好な移植胚を確
保できる率は高くなってきており、そのことが妊娠率を向上させた。しかしながら、まだ満足するに
は至っておらず、胚移植後の着床過程が妊娠率を左右する要因となっている。今回、子宮における着
床環境の評価法の一つとして、子宮血流を取り上げ、胚移植時の子宮動脈血流環境と妊娠成立および
その予後との関連性を検討した。 
【対象】 当科にて各種の不妊原因によって IVF-ET を行った患者のうち、形態良好胚を 2 または 3
個胚移植し得た 42周期を対象とした。 
【方法】 排卵誘発は GnRHa-hMG にて行った。主席卵胞が 18mm となった時点で hCG を投与し 36時間
後に採卵、培精した。2 日間の体外培養を行い、4 分割胚となった時点で子宮腔内に胚移植した。妊
娠の判定は胎嚢の確認、妊娠継続の判定は児心音の確認にて行った。胚移植直前に経膣超音波カラー
ドプラー法にて子宮動脈上行枝を計測し、この血流計測値から算出した pulsatility index（PI）値
を評価した。また PI 値と妊娠予後との関連性を評価するため relative-operatingcharacteristic 
(ROC)curve を用い検討した。 
【結果】 これら 42症例において、妊娠は 21例に成立した。妊娠群の PI 値は 2.25±0.66 と非妊娠
群の PI 値の 2.74±0.40 に対し有意に低い値を示した。さらに妊娠群 21例中、妊娠継続群 8例と流
産群 13 例との比較では、妊娠継続群の PI 値は 1.77±0.49、流産群の PI 値は 2.62±0.53 と、妊娠
継続群が有意に低い値を示した。一方、ROCcurve を用いた評価では、妊娠成立における子宮動脈血
流 PI値のカットオフ値は 2.4 が適切と判断された。 
【結論】 妊娠成立には、移植胚の質とともに子宮を中心とした良好な着床環境も必要な条件である。
移植胚の質は向上してきたが、着床要因についてわかっていることは少ない。今回の検討により、子
宮血流が豊富な状態が妊娠成立の好条件であると考えられ、子宮動脈血流の PI 値により判断する場
合、PI 値 2.4 以下の状態が良好な着床環境であると考えられた。採卵周期の胚移植がよいか、凍結
胚として別周期の移植がよいか、という胚移植を行う時期の検討に利用できる可能性が考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
体外受精胚移植(IVF-ET)では、受精およびその後の胚発育の過程が顕微鏡下に視認できる。その結
果、良好な移植胚を確保できる率は高くなり、そのことが妊娠率を向上させてきた。しかしながら、
着床の過程にはいまだ解明されないことも多く、胚移植後の着床過程が妊娠率を左右する要因となっ
ている。今回の検討は、着床の場としての子宮環境を評価することにより、着床率の向上に寄与する
ことを目的としている。 
IVF-ET を行った患者のうち、形態良好胚を胚移植し得た 42周期を対象とし、子宮環境を評価する
要因として、子宮血流、子宮内膜厚、Estradiol, Progesterone を胚移植前に計測し、検討を行って
いる。子宮血流は血管抵抗を示す Pulsatility Index（PI）値として検討している。PI値と妊娠予後
との関連性の評価には relative-operatingcharacteristic(ROC)curve を用いている。 
結果、妊娠群の PI値は 2.25±0.66 と非妊娠群の PI 値の 2.74±0.40 に対し有意に低い値を示して
いる。また、妊娠継続群と流産群との比較では、妊娠継続群の PI 値は 1.77±0.49、流産群の PI 値
は 2.62±0.53 と、妊娠継続群が有意に低い値を示している。このことは、血管抵抗の少ない状態が
良好な着床環境であることを示し、ROCcurve を用いた評価では、子宮動脈 PI 値が 2.4 以下で妊娠成
立の可能性が高いとしている。一方、子宮内膜厚と妊娠成立との間、ホルモン値と妊娠成立との間に
は、有意な関係は認めていない。 
子宮血流と妊娠成立との関係は以前より検討されているが、胚移植後の時期での検討である。本研
究の意義は、胚移植前に検討を行うことにより、胚移植の時期を決定することができることである。 
以上より、本研究は生殖医療分野の臨床治療学に貢献するものであり、博士（医学）の学位を授与さ
れるに値するものと判定された。 
